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  宇宙は、「反物質」ではなく「物質」から成り立っている。この現在の「物質」優勢の宇

宙を説明するには、「物質」である「粒子」と、「反物質」である「反粒子」が、転換可能

であること（マヨラナ性）を示すことが重要な手がかりとなる。この転換可能性は、ニュ

ートリノが「粒子」と「反粒子」が転換可能なマヨラナ粒子である時に起こる「ニュート

リノを放出しない二重ベータ崩壊」を観測することで検証できる。さらに、この「ニュー

トリノを放出しない二重ベータ崩壊」の起こりやすさ（半減期）を測定することで、マヨ

ラナニュートリノ質量の絶対値を得ることができる。 

この「ニュートリノを放出しない二重ベータ崩壊」を観測するために、我々は、CANDLES

検出器の開発を進めている。「ニュートリノを放出しない二重ベータ崩壊」を観測するため

には、極低バックグラウンド検出器を構築する必要がある。これは、「ニュートリノを放出

しない二重ベータ崩壊」が非常に稀事象（半減期が 1026 年以上）であるためである。この

もっとも重要な極低バックグラウンド検出器を実現するために、本年度、遮蔽システム（図

1）を CANDLES 検出器に増設した。この遮蔽システムは、鉛遮蔽材（図 2）、ホウ素シートか

ら成っており、ガンマ線・中性子を効果的に遮蔽する。結果として、バックグラウンド量

を、これまでの～1/100 に低減できることを見込んでいる。今後、CANDLES 検出器での長期

測定に向けての安全性の評価を行い、2016 年度には、低バックグラウンド測定を開始する

予定である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 1：CANDLES 検出器と新しく設置された

遮蔽システムの概念図。CANDLES は、CaF2

シンチレーション結晶と光電子増倍管（光

センサー）からなる高さ 4m のシステムで

ある。本年度は、低バックグラウンド化の
ために、遮蔽システムを追加導入した。 

 
図 2：新しく増設した遮蔽システム。遮蔽
システムは、鉛遮蔽材と、ホウ素シートか

ら成る。上写真では、鉛遮蔽材が確認でき

る。本鉛遮蔽材によって、検出器外部から

のガンマ線を 1/100に低減することを見込
んでいる。 
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